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私は，小児歯科医です。職業柄，小学校などで歯について話す機会がよくあります。 

そこで最も喜ばれるのが“動物の歯”の話です。そのため動物の歯や食性について調べるとと

もに，歯や口にまつわる“おもしろ話”を集めてきました。 

例えば，かつて行楽客がサルにお菓子を与えるので，むし歯が増えるという話がありまし

た。（現在は，マナーが良くなったので減ったそうです。） このような動物の話は，子どもが歯

を大切にするきっかけとなります。 

現在，日本は超高齢社会を迎えていますが，動物

園の動物達も高齢化していることはご存知でしょう

か？これは，飼育環境や技術の発達など現場の方々

の努力のおかげです。 

さて動物は，最後の最後まで体が弱っているところを見せません。他の肉食動物に悟られる

と「ジ・エンド」となります。 例えば，ライオンは弱ったシマウマから襲うと言われています。 

 このような習性を持っているため，動物園でも昨日まで元気だったのに急に死ぬのはこのた

めです。食欲や体重の低下は，もの言わぬ動物からの SOS のサインともいえます。 

そこで動物園の飼育担当者は，ちょっとした体調の変化にも気を配ります。そこで，最初にチ

ェックするのが口の中というのです。 

本日は，子どもの心に戻ったつもりで，動物の口にまつわる話題を通じ，私達の“歯と口の

健康”について考えてみましょう。 
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